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1. CeMI版AAR/IPの概要



1. 災害対応AAR/IPとは

災害対応AAR/IPとは、災害対応現場において、起こったこと、対応したことをふりかえることにより、
今後の対応のための改善策を作成し、実施に導くもの

AAR: After Action Review 事後のふりかえり

1. 正確な事実確認 ・何が起きたのか ・どう対応したのか

2. 客観的な成果評価 ・うまくいったこと ・改善が必要なこと

3. 合理的な要因分析 ・要因の洗い出し ・要因の構造分析

 IP: Improvement Plan 改善計画

4. 改善計画の作成 ・改善方策 ・実施主体 ・実施スケジュール

5. 改善の実施 ・予算措置 ・実施体制
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2. 災害対応AAR/IPの目的と意義

災害対応AAR/IPのねらい

• 災害対応の実施結果を客観的にふりかえることにより、地域防
災計画やタイムラインなどの防災行動計画の対応可能性を明
らかにする

• 必要な改善事項を整理して、行動計画の改善に反映する

災害対応AAR/IPの意義

• 災害対応の当事者がふりかえり、自己評価することにより、以
降の対応にあたっての自主的な行動規範づくりができる

• 災害対応にかかわる多くの部署・組織・機関の対応状況を共
有することができ、以降の対応の拠所になる

改善計画
IP

災害対応

ふりかえり
AAR

災害
発生
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災害対応AAR/IP策定プロセス

•記録整理

• ヒアリング

•ワークショップ

• アンケート

Step1

事実

確認

• うまくいっ

たこと

•改善の必

要なこと

Step2

成果

評価

•要因洗い

出し

•要因の構

造分析

Step3

要因

分析

•改善項目

•誰が

•優先度

• いつまでに

Step4

改善

計画

•予算措置

•体制構築

Step5

改善の

実施

マネジメント

（経営管理的視点）

論理的追究

（客観的・合理的）

AAR IP
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2. 米国調査事例から



7

AARに関する法制度（カリフォルニア州）の例
全ての郡・市は災害対応終了後90日以内にレポートの作成・提出が義務付けられている

手続と規則 - SEMS規則の第2450（a）項は、「地方自治体が緊急事態を宣言する地域の緊
急事態を宣言しているすべての市町村および郡、または、知事が非常事態を宣言している地域の郡
および、緊急事態に対応する州の機関は、アフターアクションレポートを完成し、 カリフォルニア州規制
法第2900（q）項に定められている事故期間が終了してから90日以内に、カリフォルニア州危機
管理局（Cal OES）に通報しなければならない。」と定めている

危機管理部局は災害対応終了後120日以内にレポートの作成・提出が義務付けられている

AARは必要なSEMSレポート作成プロセスの一部である。 緊急サービス法、セクション8607（f）は、
危機管理部局が期間の終了後,関係機関と協力して、120日以内に事後報告を完了することを
義務づけている。
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レポートに最小限必要とされる事項

• 対応行動のふりかえり

• SEMSの適用状況

• SEMSに対する改善提案

• 必要な計画・手順の提案

• 必要な訓練を決める

• これまでの復旧活動

http://www.caloes.ca.gov/cal-oes-divisions/planning-preparedness/after-action-corrective-action-reporting

AAR レポート作成手順（カリフォルニア州）

After Action Webinar
SEMS Standardized Emergency Management System
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カリフォルニア州サンノゼ市危機管理局長との対談

Ray Riordan
DIRECTOR Office of Emergency Management San Jose City

AARは改善のため

責任追及はしない

• 改善：間違ったことを指摘す
るのではなく、どうすれば改善
するかを話し合う

• 記録：記録を大切にする。対
応作業を行った時点で様式に
記入するルール

• 実施：AAR作成後、積極的
に改善策を展開 例えば内部
組織体制の改革を行った
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サンノゼ市の例(AAR/IP) San Jose coyote cleek flood 2017.2

• 記録的な豪雨による洪水
• 土砂崩れ，主要道路冠水
• 浸水エリア402,000人に避難
命令

• 被害総額約1億ドル
• 救命ボートで住民400人以上
を救出

• 住民から提訴・係争

• 調査結果を10項目43細目に絞り込み
• 優先度の高い改善事項114項目を設定
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CITY OF SAN JOSÉ 2017 COYOTE CREEK FLOOD
After Action Review & Improvement Recommendations Report  July 2017

1. 市は危機対応中の失敗と不十分に関するすべての責任を認めた（住民への的確な情報
提供ができなかった）

2. 市は歴史的に事前対応、災害対応、復旧に十分な投資をしてこなかったため、対応の有
効性の限界があった。(緊急対応機関の縮小)

3. 膨大な情報を分析し、優先順位付けする的確な仕組みがなかった。
4. ダムを管理する水道事業団の予測が不十分であることが判明した。
5. 市には早期段階での信頼できる正確で信頼性の高いタイムリーな情報を効果的に伝達す

るための適切なプロセスを持っていなかった。
6. 初動遅れがあったものの、市の資源や外部パートナーによるチーム編成により、効果的な災

害対応・復旧活動を実施した。
7. 市は被災者に寄り添った復旧プログラムを構築した。
8. 市幹部とEOCリーダーは市長・議長とのコミュニケーションを改善すべき
9. 市は災害対応のための新技術を導入すべき（シリコンバレーの技術）
10.同じ過ちを繰り返さないように、過去の災害から学ぶべき

10Findings（調査結果）



各ステップに関連する事例



Step 1 事実確認：サンノゼ市の例

1週間に
・ワークショップ15回
・インタビュー 11回
合計で
・スタッフ・関係者 50回以上
・市民会議 3回
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事実の把握：フロリダ州ネープルズ市

市民ワークショップの様子
をウエブサイトで公開



＜被災者支援の例＞
◆うまくいった点
1. 避難所の職員は、厳しい状況の下で驚異的な仕事をした。
2. 全ての信頼できる食糧庫から、迅速に必要な食糧を提供できた。
3. 災害後に開設された冷却施設は、市民に受け入れられ、電力が完全に回復されるまでの

期間に評価された。
◆改善の必要なこと
1. 全ての避難所で安全性と医療援助に関する懸念があった。
2. 人員確保が不十分なため、避難所スタッフの計画を再検討し、増強する必要がある。
3. 市の緊急事態管理当局は、PSN（Persons with Special Needs）登録されている

管轄区域内の住人についての情報が必要である。
4. 避難所の段階的な開設により、避難者に混乱を引き起こした。
5. PSN登録は、輸送に課題のある人と、医療的配慮を必要とする人を分けるよう改善する

必要がある。
6. 災害後、PSN登録者の帰宅のための電力復旧の判断が非常に困難だった。Charlotte

郡の住民がSarasota郡に避難したため、Sarasota郡からの追加の支援が必要だった。

Step２ 成果評価：フロリダ州サラソタ郡



Step3 要因分析：サラソタ郡の例

前ステップ「避難所の段階的な開設により、避難者に混乱を引き起こしたこと」に対して

• フロリダ州ではシェルターを段階的にひらくことが認められてる。しかしながら、段階的に避難所
を開いた結果、避難者に混乱を引き起こした。

• ハリケーンガイドに公開されている避難所リストは、避難所と他のタイプの避難所を区別して
いない。住民は最寄りの避難所に避難しようとしていた。避難所がいっぱいになったときに、
次にどの避難所が開かれていたかを伝えることが困難であった。

• 混乱を避けるため、ハリケーンの強風に耐えうる避難所（定格避難所）のみがハリケーンガ
イドに掲載されるべきである。これらの避難所は、ハリケーン避難所として識別されるべき。

• 同時にすべての避難所を開こうとすると、School Distinctやコミュニティパートナーの支援が
必要となる。

• 迅速かつ効果的な避難を保証するためには財政支援と政策承認を必要とする。



Recommendation 8.4.1

ハリケーン避難所として公表され、開設される定格避難所を特定する。

Recommendation 8.4.2

ペット連れや障害のある人など、一般の避難者と分離することが必要な人々をどこに収
容できるのかを特定する。

Recommendation 8.4.3

一般避難所に要援護者を収容する際の基準を決める

Step 4 改善計画：サラソタ郡の例



改善計画：優先度・誰が・いつを特定
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Sarasota County making changes post Irma
Erika Jackson  May 5, 2018  ニュースより

サラソタ郡危機管理局は、今年、イルマ（Irma）で学んだ教訓を取り入れる
ことにした。 今年から段階的ではなく、11の避難所をすべて同時に開設するこ
ととした。 これは、ハリケーンIrmaのReviewから得られたものである。

Step 5 改善の実施：サラソタ郡の例



３：参考 原因追究の考え方



原因究明と責任追及
原因究明

事象を知恵として活かすための改善を目指す
事象と原因の関係性を構造的に究明する
様々な手法（FTA ETA 特性分析図など）

責任追及
法的責任・賠償責任の根拠追及
法令・規則・判例などに照らして判断

真因究明のためには責任追及から切り離すことが重要
・正確な事実把握 ・客観的な評価 ・合理的な分析

『安全地帯』の準備 免責・公表の制限
FOUO（For Official Use Only)の明記

The information gathered in this AAR/IP is classified as For Official Use Only (FOUO) and should 
be handled as sensitive information not to be disclosed. This document should be safeguarded, 
handled, transmitted, and stored in accordance with appropriate security directives. 
Reproduction of this document, in whole or in part, without prior approval from the Town of 
Anywhere is prohibited.
このAAR / IPで収集された情報は、公的使用限定（FOUO）として分類され、開示されない機密情報として扱われる
べきです。 この文書は、適切なセキュリティ指針に従って保護され、処理され、送信され、保管されるべきである。 本書の
全部または一部の複製は、「Town of Anywhere」の事前の許可なしに禁止されています



災害対応AARがねらうもの

AAR：災害対応におけるうまくいったこと・改善の必要
なことを明確に区分し、知識化する。

査問
捜査
取調

検証
詮索
検分

考証
ふりかえり
反省
AAR

言い訳
回想
回顧

原因究明+

AARに類する語を整理

原因究明-

責任追及+

責任追及-


